
第7期中間期（平成23年4月1日～平成23年9月30日）



株主の皆さまへ

平成 23 年度中間期の業績
　平成23年度中間期の連結純利益は、市場部門の好調や与信関係費用の改善に
加え、モルガン・スタンレーを関連会社化したことに伴う利益などにより、前中間期
比3,393億円増加の6,960億円となりました。モルガン・スタンレーに関する一
時的な利益（約2,900億円）を除いても、連結純利益は前中間期比486億円の増
益となります。また、昨年度に大きな赤字を計上した三菱UFJ証券ホールディング
スや三菱UFJニコス、アコムも揃って黒字に転換するなど、グループ主要会社の業
績回復に向けた取り組みも着実に進展しております。
　貸出につきましては、資金需要の低迷により国内法人貸出が平成22年度末比
減少しましたが、海外貸出は増加しております。預金につきましては、国内法人預金
が減少しましたが、個人預金は引き続き増加しております。
　財務健全性の観点では、連結自己資本比率は15.42%、中核的な自己資本の割
合を示すTier1比率についても13.04％と平成22年度末比改善しました。また、
不良債権比率は、1.74%と引き続き低い水準にとどまっております。
　普通株式の配当につきましては、中間配当は期初予想どおり6円とし、期末配当、
年間配当はそれぞれ6円と12円を予想しております。

株主の皆さまには、平素より格別のお引き
立てを賜り厚く御礼申し上げます。

また、東日本大震災で被災された皆さまに
謹んでお見舞い申し上げますとともに、被
災地の一日も早い復興を心からお祈り申し
上げます。

私から、平成23年度中間期の業績および
グループの現況などをご説明いたします。
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中期経営計画への取り組み
　平成23年度は、平成21年度にスタートした中期経営計画の最終年度にあたり、
次期中期計画へ橋渡しをする年と位置付けております。今上期には、モルガン・スタ
ンレーとの提携関係を一層強化すべく、同社を関連会社（持分法適用会社）としまし
た。高成長の続くアジアでは、青島支店の開設やベトナム拠点の増資など、拠点網の
一層の拡充や資本基盤の増強を図りました。また、プロジェクトファイナンス業務や課
題解決型の提案業務、外国為替業務、運用商品販売業務なども強化しました。引き続
き重点事業領域へ積極的に経営資源を投入し、持続的な成長に向けた態勢をさらに
強化していきます。
　なお、MUFGは11月のカンヌ・サミットで発表された「G-SIFIs（グローバルに金
融システム上重要な金融機関）」のリストに掲載されました。今後、自己資本比率の上
乗せなどを求められることになりますが、収益力強化による一段の内部留保の積み
上げなどにより、十分に対応できると考えています。

　MUFGは、日本の復興を金融面から支えていくという社会的な使命をしっかりと
果たしつつ、グループ各社の役職員が一丸となり、強靭な収益力と強固な財務基盤
に裏打ちされた「強さ」と「品格」を兼ね備えた「グローバルベースでも名誉ある地位
を占めるMUFG」の実現を通じて、企業価値の増大を目指してまいります。今後とも
一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成23年12月

株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
取締役社長



平成23年度中間期の業績
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（注）業績説明に使用している計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。従って、表中のある項目の計数と他の項目を加減計算
した結果とが一致しないことや、説明文中の増減数値とグラフ・表中の計数を加減計算した結果とが一致しないことがあります。

3,567

損益の状況

連結業務粗利益は、債券売買益が増加した
一方、消費者金融子会社での貸出残高減
少などを主因に資金利益が減少したことか
ら、前年同期比808億円減少しました。
営業費は、引き続きグループを挙げて経費
削減に取り組んだ結果、286億円減少とな
りました。この結果、連結業務純益は521
億円減少の7,997億円となりました。
与信関係費用は、貸出先の業況改善などに
より1,408億円改善し820億円の費用と
なりました。一方、株式等関係損益は、株式
相場の低迷に伴い694億円悪化し、967
億円の損失となりました。その他の臨時損
益は、モルガン・スタンレーを関連会社化
したことに伴う利益2,906億円を計上した
ほか、消費者金融子会社における利息返還
損失費用の減少を主因に4,298億円改善
し、3,378億円の利益となりました。
以上の結果、連結中間純利益は3,393億
円増益の6,960億円となりました。

●

●

●

連結中間純利益は、与信関係費用の改善やモルガン･スタンレー関連会社
化に伴う利益などから、前年同期比3,393億円増益の6,960億円。モルガ
ン・スタンレーに関する一時的な利益を除いても486億円の増益
貸出金は、海外で増加したものの国内で減少し、前年度末比0.4兆円減少。
預金は、個人・海外が増加した一方、国内法人が減少し、2.5兆円減少
連結自己資本比率は、前年度末比0.52ポイント上昇の15.42%
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不良債権残高・比率の状況

有価証券の含み損益の状況

貸出金は、海外貸出が増加したものの、
国内法人貸出や住宅ローンが減少したこ
となどから、前年度末比0.4兆円減少し、
79.5兆円となりました。
預金は、個人・海外預金は引き続き増加
したものの、国内法人預金が減少に転じ
たことから、2.5兆円減少の121.5兆円
となりました。

*三菱東京UFJ銀行と三菱UFJ信託銀行の2行単体
合算

不良債権残高*は、前年度末比331億
円増加の1兆4,639億円となりました。
不良債権比率*は、0.06ポイント上昇の
1.74%となりましたが、引き続き低水準
を維持しています。

有価証券の含み損益（その他有価証券評
価差額）は、前年度末比626億円増加し、
3,902億円の含み益となりました。株価低
迷により国内外株式の評価益は減少しま
したが、金利低下により国内外債券の評
価益が増加しました。
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平成23年度中間期の業績

15.42
13.04

連結自己資本比率*は、前年度末比
0.52ポイント上昇し15.42％となりまし
た。Tier1比率**は、1.70ポイント上昇し
13.04%となりました。

平成22年度末 平成23年度中間期末

16.0
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4.0
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（%）

* 自己資本比率=自己資本÷リスク・アセット
**  Tier1比率=中核的な自己資本（資本金・剰余金
など）÷リスク・アセット

* 営業純益は社内管理上の損益で、連結調整前の業務純益にあたります。

14.89

11.33

最大の成長分野と位置付けている国際部門の状況を教えてください。

国際部門の平成23年度中間期の営業純益*は、1,154億円と前年同期比118億円
の増益となりました。円高影響を除くと285億円の増益となっています。

平成23年度中間期決算に関するQ&A

Q

A

営業純益の推移を為替要因や本部経
費などを除いたベースで地域別に見た
のがグラフ１です。欧州、米州、アジア
の各地域でバランスよく拡大しており、
なかでもアジアの伸びが顕著です。
足元の業績のけん引役は、非日系企業
取引の拡大です。貸出平均残高は、前
年同期比約2.1兆円増加しています
が、その7割強は非日系貸出の増加で
す（グラフ2）。現在では、非日系貸出残
高が日系貸出残高の2倍近くの規模
にまで拡大しています。

連結自己資本比率 Tier1比率

連結自己資本比率・Tier1比率

連結自己資本比率・Tier1比率の状況

ユニオンバンク欧州 アジア米州
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グラフ1 ： 地域別営業純益の推移
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グラフ2 ： 貸出平均残高の推移

（注）左の2つのグラフの数値は、すべ
て経営管理上の内部計数で、為替
は現在の中期経営計画で用いて
いる為替レート（1ドル＝95円、
ほか）を使用しています。
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平成22年度末 平成23年度中間期末
自己資本比率
Tier1 比率
自己資本
Tier1
リスク・アセット

（単位：億円）

連結自己資本比率の状況（第一基準）
14.89%
11.33%
130,808
99,533
878,049

うち貸出金
うち有価証券

うち預金

資産の部

負債の部

純資産の部

（単位：億円）

資産・負債の状況（連結） 平成22年度末 平成23年度中間期末
2,062,270

1,954,126

108,144

799,950
710,236

1,241,443

2,159,471

2,046,124

113,347

795,114
755,741

1,215,825

（単位：億円）

与信関係費用＋貸倒引当金戻入益＋偶発損失引当金戻入益（与信関連）
＋償却債権取立益

うち資金利益

うち信託報酬＋役務取引等利益

うち特定取引利益＋その他業務利益

うち与信関係費用

うち株式等関係損益

うちその他の臨時損益

平成22年度中間期
（平成22年4月～9月）

平成23年度中間期
（平成23年4月～9月）損益の状況（連結）

連結業務粗利益（信託勘定償却前）

営業費

連結業務純益
（一般貸倒引当金繰入前・信託勘定償却前）

臨時損益（△は費用）

経常利益

特別損益

法人税等合計

少数株主利益

連結中間純利益

10,093
5,247
3,366

△ 2,229
△ 273
△ 919

18,707

10,188

8,518

△  3,422

5,420
 69

1,848
74

3,567

与信関係費用総額（△は費用）
 　　△ 1,530 △ 286

17,898

9,901

7,997

1,589

9,586
44

2,093
576
6,960

9,078
5,233
3,587

△ 820
△ 967
3,378

15.42%
13.04%
123,847
104,710
802,769
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国際部門

守村 卓

邦銀随一の海外ネットワークを通じて、海外で活躍する
企業のお客さまを多面的にサポートする国際部門。
MUFG国際連結事業本部長の守村卓常務執行役員に
聞きました。

MUFGグループでは、リテール、法人、国際、受託財産の顧客部門がお客さまのニーズ
にスピーディーかつきめ細かくお応えしています。このコーナーでは、これらの部門を
4回に分けてご紹介しています。第3回は海外事業を展開する国際部門です。

 ＭＵＦＧグループでは40ヵ国以上526拠点（平成23年９月末現在）に上る邦銀随
一の海外ネットワークを有しています。自ら拠点を設立するだけでなく、海外金融機関へ
の出資・提携関係構築によるネットワーク拡大も進めています。こうして築き上げた幅広
いネットワークを通じて、通常の融資のみならず協調融資*１やプロジェクトファイナンス*2
などの手法による資金提供、グループの包括的な資金管理システムや買収・合併案件
などに対するアドバイス、モルガン・スタンレーとの戦略的提携を活用した課題解決策の
提案など、広範なサービスを提供できることが、国際部門の大きな強みです。
　平成23年7月には国際連結事業本部を設立しました。これにより、各子会社の海外
業務機能を有機的に結びつけ、グループとしてより付加価値の高い総合的な金融サー
ビスを提供できる体制を構築しました。

国際部門における、ＭＵＦＧならではの強みは？
A.
Q.

 世界を舞台にした企業の経済活動を見ると、新興国経済の台頭によりビジネスの
流れが大きく変化し、また、グローバル化もさらに進展しています。MUFGでは邦銀随一
の海外ネットワークという強みを最大限に活かし、多くのお客さまに対して、この変化をう
まくとらえた商品・サービスを提供できるように努めています。
　アジアでは、現地への投資を加速する日系企業に対して、利便性の高い決済商品・
サービスの提供など多面的なサポートをしています。また、非日系企業に対しては、貸出
を起点に、投資銀行サービスやデリバティブへと取引の幅を広げ、一層のビジネス拡大
を図っています。
　米州では、米国における三菱東京UFJ銀行とユニオンバンクの一体的な経営管理を
目的として、平成23年7月に擬似持株会社となる米国BTMUホールディングスを設置

今後の成長戦略について聞かせてください。
A.
Q.

国際連結事業
本部長
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部門別営業純益（平成22年度） 充実したネットワーク

主なグループ会社（国際部門）

主な出資・提携先（国際部門）

銀　行

しました。両行は、それぞれの特性を活かした業務毎に連携を進めています。また、高い成
長が期待できる中南米地域では、平成23年2月にペルー共和国の首都リマに駐在員事
務所を開設しました。同地域では、8ヵ国11拠点に上るネットワークを活かし、協調融資
や資源開発にかかわるプロジェクトファイナンスなどに取り組んでいます。
　欧州では、EU域内で活発化する国境を越えた取引など、お客さまの高度なニーズに
グループ一体でお応えしています。日系を含むアジア系企業の進出が増えている中東
欧・ロシア地域でも、現地法人などを活用して幅広く業務展開を行っています。
　豊富な天然資源を背景とした大型プロジェクトが多い中近東・アフリカでは、プロジェ
クトファイナンスや協調融資、貿易金融業務を強化しています。
　MUFGでは海外事業を今後の成長戦略の柱と位置づけ、海外事業の持続的成長を
通じて、企業価値増大に努めてまいります。そして、国際経済の成長に貢献し、国際金融
界における存在感を高めていきます。

三菱東京UFJ銀行、ユニオンバンク

ブラデスコ銀行、CIMBグループ、大新金融集団、中国銀行

証　券 三菱UFJセキュリティーズインターナショナル、三菱UFJセキュリティーズ（USA）

リース BTMUキャピタル・コーポレーション

国際
17%

リテール
29%

法人
31%

受託財産
4%

市場・その他
19%

（平成23年9月30日現在）
（注）拠点数は、三菱東京UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行、

三菱UFJモルガン・スタンレー証券の単純合計。

米州

30拠点
欧州・

中近東など
35拠点

アジア・
オセアニア
55拠点

ユニオン
バンク
406拠点

お借入人の資金調達ニーズに対して、複数の金融機関がシンジケート団を組成し、同一の契約・条件で融資をするファイナ
ンスの総称
主に石油・ガス等の開発や発電所等の社会基盤建設の資金調達に利用され、その事業から生み出される資金を返済原資
とするファイナンスの総称

*1

*2
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トピックス

　MUFGは平成23年上半期（1～6月）のプロジェクトファイナンスの組成額に
おいて世界第2位にランクインしました*2。なかでも米州地域では、前年に続いて
第1位を維持しています。また、国際的な環境意識の高まりを受け注目を集めてい
る再生可能エネルギー部門でも世界第1位を獲得しました。これは、これまで実績
を積んできた風力発電案件に加え、スペインの太陽熱発
電案件やカナダの太陽光発電案件への融資を行うなど
新しい分野への取り組みを進めた結果です。
　プロジェクトファイナンスは、資源開発、社会基盤整
備、再生可能エネルギー整備などの分野で、多く利用さ
れ重要な役割を担っています。MUFGは引き続き同ビ
ジネスへの取り組みを強化していきます。

プロジェクトファイナンス*1組成額で
平成23年上半期世界第2位2

　平成23年10月、インターネット専門銀行のじぶん銀行は、邦銀として初めて
個人のお客さま向けに中国人民元預金の取り扱いを開始しました。
　じぶん銀行の外貨預金は、いつでもどこでもリアルタイムの為替レートでお取
引ができる点と、ネット銀行ならではの低い水準の為替手数料が特徴です。従来
の取り扱い通貨（米ドル・ユーロ・豪ドル）に中国人民元が加わり、これまで以上
にお客さまの多様な運用ニーズにお応えできるようになりました。
　じぶん銀行は、平成20年6月に三菱東京UFJ銀行とKDDI株式会社が共同
で設立した銀行です。同行のサービスは、口座開設から各種お手続きまで原則す
べての銀行取引を携帯電話、ス
マートフォン、パソコンで完結で
き、その利便性の高さで世代を問
わず多くのお客さまからご好評
をいただいています。

1 本邦初！じぶん銀行「中国人民元預金」取り扱い開始

主に石油・ガス等の開発や発電所等の社会基盤建設の資金調達に利用され、
その事業から生み出される資金を返済原資とするファイナンスの総称
Project Finance International誌 平成23年上半期リーグテーブルより

*1

*2
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　平成23年10月、三菱東京ＵＦＪ銀行は、電子貿易決済の取り扱いを開始しまし
た。これまで輸出入企業のそれぞれの取引銀行間でやりとりしていた紙の信用状
（L/C）を電子化するもので、これにより貿易決済は大幅に効率化されます。
  輸出入を扱う企業の間で、貿易に関する事務効率化や決済早期化、コスト削減
などのニーズが高まっているなか、平成23年9月、世界の銀行間決済を運営する
スイフト（本社ベルギー）と国際商工会議所が、2年以内を目処に銀行による電子
保証に国際基準の導入をめざしていくことで合意するなど、貿易決済電子化の流
れは加速しています。
　三菱東京ＵＦＪ銀行では、海外拠点の電
子化対応を進めるとともに、中国や韓国な
どの銀行との連携により貿易決済電子化
を主導し、お客さまの世界を舞台にした企
業活動をサポートしていきます。

三菱東京ＵＦＪ銀行、
電子貿易決済の取り扱い開始

カードローン「マイカード プラス」
三菱東京UFJ銀行で取り扱い開始

3

4

　平成23年10月、三菱東京UFJ銀行は、カードローン「マイカード プラス」の
取り扱いを開始しました。
　本商品は、三菱東京UFJ銀行の普通預金キャッシュカードに借り入れ機能を追
加するもので、「そんなに大きな金額は必要ないけれど、万一の急な出費に備え
たい」というニーズにお応えする商品です。利用限度額は30万円で、ATMやイ
ンターネットで借り入れ・返済ができるだけでなく、公共料金などの自動支払い
やクレジットカードの決済時に残高不足が発生した場合でも、自動的にお立て替
えする機能もついています。
　三菱東京UFJ銀行では、家計口座向け小口・短期資金のお立て替えの資金
ニーズにお応えする本商品と、即時・高額の資金ニーズにお応えするカードロー
ン「バンクイック」を中心に、お客さまの多様な資金ニーズにお応えします。

輸出企業 A銀行

輸入企業

①
売
買
契
約

②電子決済依頼
④輸出データ

輸出データ

輸入データ⑤資金決済

②電子保証・決済
　依頼輸入データ

③
商
品

電子貿易
決済システム

B銀行



社会とともに

　三菱東京ＵＦＪ銀行は公益社団法人日本ユネスコ協会連盟と共同で「ＭＵＦG・
ユネスコ協会 東日本大震災復興育英基金」を創設し、中長期的な復興支援に
取り組んでいます。本基金は「学校」を基点とし、東日本大震災により遺児・孤
児となった小学生・中学生・高校生を対象とする奨学金プログラムを中心にさ
まざまな活動を行っています。今後も日本ユネスコ協会連盟とともに、物心両面
での継続的な支援を行っていきます。以下に、主な活動をご紹介します。

10

　「奨学金プログラム」では８月より対象の奨学生
1,235名に給付を開始しました。開始時に10万円、
高校卒業までの在学期間に月額2万円（年間24万
円）を給付します。最終的な基金の規模は約30億円
となる見通しです。なお、MUFGの株主優待制度で
は、オリジナルグッズ進呈に代えて、本基金への寄付
金を選択できるコースを創設しました。

「奨学金プログラム」

　奨学生を応援する種々のプログラムを継続的に開催していきます。第1弾とし
て、劇団四季の東北特別公演に奨学生を招待しました。また、被災地域の教職員
を対象に「子どもたちに対する心のケア」をテーマとした研修会も開催しました。

「心豊かな成長プログラム」

　岩手県、宮城県、福島県の津波で大きな被害を
受けた小学校・中学校に、ＭＵＦＧグループ各社
の社員が訪問し、花壇の再生に取り組んでいます。
　これまでに5回実施し、約200名の社員とその
家族が、ボランティアとして参加しました。

「花壇再生プログラム」

MUFG・ユネスコ協会 東日本大震災復興育英基金のホームページ
http://www.unesco-scholarship.jp



　平成23年10月、東京都調布市の「味
の素スタジアム」にて「MUFGガールズ
サッカー交流大会」が開催され、参加した
小学生・中学生の110チーム、約1,000
人の少女たちが試合を行いました。当日は
ＭＵＦＧグループ各社の社員がボランティ
アとして参加し、大会をサポートしました。
　また、元Ｊリーガーによるサッカー教室やミニゲーム等も行われ、「未来のな
でしこ」を応援するサッカーイベントとなりました。

「ＭＵＦＧガールズサッカー交流大会」開催

　MUFGグループが提供しているテレビ番組「未来へのおくりもの」の放映時間
が、これまでの30分から1時間になりました。この番組は、ビジネスを通じて、地
域や社会の課題に取り組む企業・団体を追いかけるドキュメンタリーです。

テレビ番組「未来へのおくりもの」の放映時間延長

○ BS-TBS（BSデジタル6ch）で毎週土曜日22:00 ～ 22:54放映

11

　平成23年10月、MUFGグループは「CSRレポート2011」を発行しました。本
誌を通じて、企業の社会的責任（CSR）活動の内容や課題を、株主さまをはじめと
した多くの皆さまにご報告しています。皆さまのニーズに合わせ2種類発行し、と
もにＭＵＦＧのホームページからご覧いただけます。

「ＣＳＲレポート2011」発行

ハイライト版
フルレポート版

ハイライト版は冊子としても発行しており、お近くの三菱東京UFJ銀行や三菱
UFJ信託銀行の窓口で無料配布しています。

ＣＳＲ活動のポイントを分かりやすくまとめました。 
ＣＳＲに関する数値や内容を詳細に記載しました。

CSRレポートのホームページ　http://www.mufg.jp/csr/csrreport/

▲
▲
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～海外拠点紹介 第11回～

Canada
カナダ

カナダ  トロント

カナダ三菱東京ＵＦＪ銀行

　カナダのトロントは、人口590万人と同国最大で、北米
大陸でも4番目に人口の多い都市です。多くのカナダ企
業の本社や多国籍企業が集まる経済の中心地だけでな
く、ナイアガラの滝等のカナダ東部を代表する観光名所の
玄関口でもあります。近くにはカナダ最古のアルゴンキン
州立公園があり、紅葉の季節には、赤、オレンジ、黄色と彩
り豊かに変化する秋の風景を楽しむことができます。
　また、トロントは、多くの移民を受け入れてきた歴史が
あり、まさに人種のるつぼです。これに対応するため、公共
サービスは実に１５０種類以上の言語に対応しています。

　カナダ三菱東京UFJ銀行は昭和56
年に設立され(駐在員事務所開設は昭
和29年)、現在はトロント本店、バンクー
バー支店、モントリオール支店の3拠点
に、駐在員９名、現地行員90名が勤務し
ています。企業のお客さま向けの融資、
預金、為替等の商業銀行業務に加え、プ
ロジェクトファイナンス等の投資銀行業
務など、幅広い金融サービスを提供して
います。

トロント本店スタッフ拠点紹介

　カナダは、西部には豊富な天然資源を背景とするエネルギーおよび鉱物資源関連の
企業が集中しており、東部には小売業、製造業、サービス業の企業が多く存在していま
す。当行は邦銀唯一の3拠点体制を活かし、各地域における主要企業と幅広いお取引
をしています。
　近年は特にエネルギー・資源に関連するアジア企業とカナダ企業とをつなぐビジネ
スも増えており、今後も同国で積極的にお客さまのニーズにお応えしていきます。

地図

a

Toronto
トロント

アメリカ
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　オンタリオ湖のほとりにあるトロント市街は、高層ビルと
湖が調和した美しい街です。トロントのランドマークの一
つであるCNタワーは553.33mと北米で最も高く、市
内観光の目玉となっています。

　アルゴンキン州立公園は1893年に制定されたカナダで最も古い州立公園で、カナ
ダ国定史跡にも指定されています。公園には2,400以上の湖沼があり、ヘラジカ、ビー

　1827年に創立されたトロント大学は、
世界的にも評価が高いカナダ屈指の名
門大学です。敷地内には美術館、遺跡、
公園、博物館、歴史的建造物もあり、学生
のみならず
市民の憩い
の場となって
います。

　トロント市街にある地下街「ＰＡＴＨ」
は、全長27km、371,600㎡の広大な
スペースに、2,000以上の小売店や飲食
店が連なり、巨大なショッピングセンター
となっていま
す。その広さ
は、ギネス記
録にもなって
います。

　トロント近郊には多くのワイナリーがあり
ます。なかでもナイアガラ地域のアイスワイ
ンは氷結したブドウからつくられ、非常に甘
いながらも酸味とのバランスが良いワイン
として世界的にも有名です。

現地レポート

バー、キツネなどをはじめ1,000種類以上
の動植物が生息しており、自然とふれあい
ながらトレッキング、ハイキング、フィッシン
グ等を楽しむことができます。

アルゴンキン州立公園

ワイナリー

トロント市街

地下街「ＰＡＴＨ」

トロント大学
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開催概要

経済セミナー（東京・大阪・名古屋 ー 午前の部、午後の部 ２回開催 ー）

応募要領

三菱東京UFJ銀行内ホール

開 催 日
募集人数

内 容

開催場所

［午前の部］10：30頃 ～ 12：00頃 　［午後の部］14：00頃 ～ 15：30頃時 間

無料参 加 費

テーマ
講 師

：「内外の経済・金融を展望する」（仮題）
：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
執行役員調査本部長　五十嵐 敬喜 氏

募集対象者 平成23年9月末時点で当社株式を100株以上お持ちの株主さま
（同伴者1名さままで可）

● 同封の「ＭＵＦＧ株主セミナー参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご投函ください。

● 応募多数の場合、抽選方式といたしますのであらかじめご了承ください。
● 厳正な抽選の上、当選された株主さまには平成24年2月中旬に、当日の受付時刻および集合
　場所などを記載したご招待状をお送りします。

１. ご希望のセミナーおよび開催時間を選択してください（いずれか一つをお選びください）。
2. 株主さまのお名前、ご住所、お電話番号、株主番号（「配当金領収証」または「配当金計算書」の
住所氏名欄の下段8桁の番号）をご記入ください。

3. ご同伴者さまがいらっしゃる場合は、その方のお名前、ご住所をご記入ください。
4. 個人情報保護シールをはがし、折り曲げてしっかりと貼り付けてご投函ください。

◎ご注意◎
1.応募時に必要事項の記入漏れがあった場合は、無効となります。
2.開催場所までの往復の交通費は各自でご負担いただきます。
3.やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。

お問い合わせ先：株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
電話：03（3240）8111（代）

ご記入要領

平成24年3月15日（木）東京都千代田区【東 京】 各回300名

平成24年3月13日（火）大阪府大阪市中央区【大 阪】 各回200名

平成24年3月19日（月）愛知県名古屋市中区【名古屋】 各回150名

締め切り　平成24年1月6日（金）消印有効

日頃ご支援いただいております株主の皆さまを対象に、下記のとおりセミナーを開催
いたします。皆さまのご応募を心よりお待ち申し上げております。
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　平成23年10月に開催した経済セミナーおよび為替相場セミナーに多数のご応募
をいただき、誠にありがとうございました。今回から経済セミナーの開催回数を従来の
2倍に拡大し、合計で1,476名の方々にご来場いただきました。
　10月4日（大阪）、12日（東京）、13日（名古屋）に開催した経済セミナーでは、三菱
UFJリサーチ&コンサルティング五十嵐調査本部長が「内外の経済・金融を展望する」
と題して講演しました。また、18日、19日（ともに東京）に開催した為替相場セミナーで
は、三菱東京UFJ銀行金融市場部内田シニアアナリストが「為替相場の現状と今後の
展望」と題して講演し、その後、ディーリングルームの見学会を行いました。
　欧州の債務問題や円高などの市況
動向に注目が集まるなかでの開催と
なったこともあり、各講演の後には多く
のご質問をいただきました。また、終了後
のアンケートでは、「講演が大変分かり
やすかった」「普段見ることのできない
ディーリングルームを見学でき、とても
興味深かった」などのご意見をいただき
ました。

株主さま向けセミナーの概要をご報告します。

平成24年の株主優待関係書類は、対象の株主さま向けに、12月15日以降年末までに、
お届けします。

平成24年の株主優待関係書類送付について

経済セミナー

為替相場セミナー ディーリングルーム見学



会社情報／株式情報

16

（注） 「特別口座」とは、株券電子化実施までに証券会社等を通じて証券保管振替機構に預託されなかった
株式について、平成21年1月の株券電子化制度への移行時に、株主の権利を確保するため、特別口座の
口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）に株主名簿上の株主名義で開設された口座です。

*   荒木 隆司、渡邉 一弘、大歳 卓麻の各氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役です。
** 髙須賀 劦、岡本 圀衞、池田 靖の各氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査役です。

取 締 役 会 長
（代表取締役）
取締役副会長
（代表取締役）
取 締 役 社 長
（代表取締役）
取締役副社長
（代表取締役）
取締役副社長
（代表取締役）
専 務 取 締 役
（代表取締役）
常 務 取 締 役
（代表取締役）

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役 *

沖原　隆宗
岡内　欣也
永易　克典
田中　達郎
平野　信行
結城　泰平
浜川　一郎

 おきはら たかむね

 おかうち  き ん や

 ながやす かつのり

  た な か   た つ お

  ひ ら の  のぶゆき

  ゆ う き  たいへい

 はまかわ いちろう

長谷川　理雄
豊泉　俊郎
寺岡　俊介
若林　辰雄
小山田　隆
野口　裕幸
荒木　隆司

  は せ が わ     ま さ お

とよいずみ  としろう

 てらおか しゅんすけ

わかばやし  た つ お

  お や ま だ   　　たかし

  の ぐ ち  ひろゆき

 あ ら き  りゅうじ

取締役 *

取締役 *

常勤監査役

常勤監査役

監査役 **

監査役 **

監査役 **

渡邉　一弘
大歳　卓麻
前田　哲男
根本　武彦
髙須賀　劦
岡本　圀衞
池田　靖

 わたなべ かずひろ

 おおとし  た く ま

 ま え だ   て つ お

  ね も と  たけひこ

  た か す か   　　つとむ

 おかもと  く に え

  い け だ 　　やすし

取締役・監査役

株式事務のご案内
定時株主総会基準日
定時株主総会
配当金受領株主確定日
公告掲載方法

上場証券取引所

3月31日
6月下旬
期末配当金3月31日／中間配当金9月30日
当社の公告は電子公告により行っております。
電子公告掲載URL : http://www.mufg.jp/
ただし、やむを得ない事由により、電子公告を行うことができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
東京、大阪、名古屋、ニューヨークの各証券取引所

（特別口座の口座管理機関）

（平成23年10月1日現在）

株式に関するお手続き

株
式
事
務
取
扱
場
所

・証券会社の口座に当社株式が記録されている株主さま
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ります。
・特別口座に当社株式が記録されている株主さま
上記三菱ＵＦＪ信託銀行にお問い合わせ願います。
三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いします。

住所・氏名など届出事項の
変更、配当金振込先の指定、
買取請求その他各種お手続き

未受領配当金の支払

　 株主名簿管理人

　 事務取扱場所

　 お問い合わせ先・
 　郵便物送付先

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話：０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く９：００～１７：００）

常 務 取 締 役
（代表取締役）



株式の状況（普通株式）（平成23年9月30日現在）

所有者別分布状況

株式の状況 発行済株式の総数
株主数

14,154,508,220株
787,369名

大株主

（注）構成比率は、小数点第２位以下を
切り捨て、自己株式を除く。

外国法人等

33.4%
金融機関

30.8%

■その他の法人

■個人・その他

■金融商品取引業者

16.6%

16.4%

2.5%

■政府および公共団体
0.0%

1.
2. 
持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ デポジタリー バンク フォー デポジタリー レシート ホルダーズは、
ADR（米国預託証券）発行のために預託された株式の名義人であります。

（注）

合計
発行済株式総数

持株比率（％）持株数（株）

3,313,944,089
14,154,508,220

23.41
100.00

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
SSBT OD05 OMNIBUS ACCOUNT - TREATY 
CLIENTS（常任代理人 香港上海銀行東京支店）
日本生命保険相互会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口 9）
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ デポジタリー 
バンク フォー デポジタリー レシート ホルダーズ
（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀行）
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー
（常任代理人 香港上海銀行東京支店）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）
トヨタ自動車株式会社
明治安田生命保険相互会社

1
2
3

4
5
6

7

8

9
10

928,384,600
604,274,100

360,563,650

271,322,953
244,569,700

232,847,091

216,533,171

175,000,000

149,263,153
131,185,671

6.55
4.26

2.54

1.91
1.72

1.64

1.52

1.23

1.05
0.92



〒100-8330　東京都千代田区丸の内2-7-1
電話03（3240）8111（代表）
URL:http://www.mufg.jp/

株式に関するお手続についてご不明な点などがございましたら、
以下の株主名簿管理人の連絡先にお問い合わせください。

電話：0120-232-711（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く9：00～17：00）

平成23年12月発行
本誌はFSCTM認証紙、植物油インキを使用しています。
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